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　魚介類中の水銀の暫定的規制値について，厚生労働省は
昭和 48 年通知で総水銀 0. 4 μg/g，メチル水銀 0. 3 μg/g
（総水銀換算）と設定している1）．また，同省は食品由来
の微量水銀による胎児への影響の懸念から，平成 17 年に
「妊婦への魚介類の摂食と水銀に関する注意事項の見直し
について」の中で妊婦等を対象とした摂食に関する注意事
項2）を公表している．このような背景から，日常的に摂取
している魚介類の総水銀濃度を継続的に把握していくこと
は重要な課題となっている．道では，北海道近海産魚介類
の総水銀濃度について調査を行い，結果を報告してき
た3-10）．本稿では，平成 18 ～ 22 年度に実施した北海道近
海産魚介類中の総水銀濃度の実態調査結果について報告す
る．

方 法

 1 ．試　料
　道内の卸売市場，漁協，小売店から入手した北海道近海
産魚介類 18 種類 71 検体（魚類 13 種類 46 検体，貝類 3種
類 16 検体，頭足類 2種類 9検体）を調査対象とした．試
料は前報9）と同様に調製した .
 2 ．試薬・装置
　総水銀標準品には和光純薬工業㈱製の水銀標準液を用い
た．五酸化リン（V）（特級品）と過マンガン酸カリウム
（有害金属測定用）は関東化学㈱製を，塩酸ヒドロキシア
ンモニウム，塩酸，硫酸は，和光純薬工業㈱製の有害金属
測定用を用いた．水銀測定には，平沼産業㈱製の平沼式水
銀濃度計HG-200 を使用した．
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 3 ．分析方法
　総水銀の測定は，厚生労働省通達「魚介類の水銀の暫定
的規制値について」の別紙 2に記載されている還元気化－
フレームレス原子吸光法に準じて行った1）．総水銀の前処
理は同別紙 2の（9）記載の石英管燃焼吸収法で行った1）．
検出限界値は 0. 005 μg/g であった．

結 果

　結果を表 1に示した．検体は魚類，貝類，頭足類に分類
し，標準和名で表し，測定値は小数点以下 3桁，検出限界
値未満をNDと表記した．
　平成 18 年度から平成 22 年度に調査した魚介類 71 検体
中 70 検体から総水銀が検出されたが，暫定的規制値
0. 4 μg/g を超過した検体はなかった．また，52 検体
（73. 2％）が暫定的規制値の 10 分の 1（0. 04 μg/g）以下
の濃度であった．本報と前報（平成 13 ～ 17 年度）9）で共
通する魚種の総水銀濃度を比較したところ，同様の結果を
示していた．
　本調査の結果から，北海道近海産の魚介類の総水銀濃度
は，暫定的規制値よりも低かったが，ほぼすべての検体か
ら総水銀が検出されていたことから，今後とも魚介類の総
水銀残留調査を継続して行い，北海道近海産の魚介類の安
全性を確認する必要があると考える．

　本稿を終えるにあたり，検体採取などにご協力頂きまし
た北海道保健福祉部健康安全局食品衛生課ならびに道内各
保健所の関係各位に深謝いたします．
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表 1 　北海道近海産魚介類中の総水銀濃度

検体名 検体数 最小値
μg/g

最大値
μg/g

平均値
μg/g

魚類
　サケ 4 0. 025 0. 041 0. 032
　マス 1 － － 0. 021
　シシャモ 3 0. 015 0. 027 0. 021
　チカ 1 － － 0. 012
　サンマ 4 0. 028 0. 057 0. 047
　ホッケ 7 0. 018 0. 110 0. 050
　コマイ 3 0. 013 0. 021 0. 017
　カレイ類
　　クロガレイ 4 0. 016 0. 028 0. 024
　　ソウハチ 5 0. 022 0. 091 0. 060
　　ナメタガレイ 2 0. 016 0. 028 0. 022
　　マガレイ 1 － － 0. 029
　タラ
　　スケトウダラ 7 0. 018 0. 089 0. 040
　　マダラ 4 0. 028 0. 062 0. 043
貝類
　カキ 5 0. 007 0. 027 0. 015
　ホタテ 6 ND 0. 025 0. 013
　ホッキ 5 0. 007 0. 016 0. 011
頭足類
　タコ 5 0. 019 0. 044 0. 030
　イカ 4 0. 024 0. 116 0. 058
検出限界値　0. 005 μg/g
ND：検出限界値未満


